
各種協議会報告【資料-３】 
 

今回の各種協議会報告は、現在動いている①「百間川河口水門周辺有効活用方策検討協

議会」、②「百間川分流部周辺有効活用方策検討協議会」、③「旭川流域連絡協議会」とさ

せていただきます。なお、「旭川（分流部）水理検討委員会（H10.1～H15.1閉会）」、「二の
荒手調査委員会（H3.3～H13.11 閉会）」及び現在動いている「旭川植生管理方針検討会」
については、次回の懇談会で報告させていただきます。 

 

今回報告する協議会の開催状況 
協議会名 協議会開催の経過 備考 

① 百間川河口水門周辺有効活用方策検討協
議会 

 
【目的：百間川河口水門増築事業の着手を契機
に、河口水門周辺の自然環境の保全と改善方策、
利活用方策及び水門増築事業に関する関係者間
の情報の共有化、意見の集約とその対応策を検討
する】 
 
 
 

第１回協議会（H13.5.11） 
第２回協議会（H13.7.23） 
第３回協議会（H15.10.31） 
第４回協議会（H16.2.12） 
 

第３回以降は「旭
川・百間川協議会だ
より（No1 及び 3）」
で協議内容を報告
している。 
【別冊配布資料】参
照 
 

② 百間川分流部周辺有効活用方策検討協議
会 

 
【目的：百間川分流部の改修にあたって、歴史的
治水機能の継承や自然環境の保全、既存計画や地
域社会の要望など、現状を踏まえた周辺の利活
用、整備・管理の検討を行う】 
 

第１回協議会（H15.12.5） 
第２回協議会（H16.3.9） 
第３回協議会（H16.11.18） 

第１～2 回は「旭
川・百間川協議会だ
より(No２及び 4)」
で協議内容を報告
している。 
【別冊配布資料】参
照 
 
 

③ 旭川流域連絡協議会 
旭川流域の２３自治体（１市16町６村）で構成
 
【目的：河川行政施策や川を活用した地域づくり
などについて、平素から旭川流域内市町村、岡山
県及び国土交通省が緊密に意見交換を行うとと
もに、旭川流域内の交流、連携並びに旭川流域に
関する情報の発信を行うことにより、よりよい川
づくり・地域づくりを推進する】 

第１回協議会（H11.3.23） 
第２回協議会（H11.7.2） 
第３回協議会（H11.10.27） 
第４回協議会（H12.8.2） 
第５回協議会（H12.11.29） 
第６回協議会（H13.3.21） 
第７回協議会（H13.7.3） 
第８回協議会（H14.3.27） 
第９回協議会（H14.11.12） 
第 10 回協議会（15.3.12） 
第 11 回協議会（H15.6.25） 
第 12 回協議会（H15.10.1） 
第 13 回協議会（H16.2.25） 
第 14 回協議会（H16.5.31） 
第 15 回協議会（H16.11.4） 
第 16 回協議会（H17.2 予定） 

 
最近の主な取り組
み 
・行政間の情報交換
・旭川流域一斉水質
調査支援 
・水防災に関する研
究会開催
（15.10.28） 
・旭川流域交流シン
ポジウム共催 
・地域コミュニティ
防災体制構築に向
けての支援活動 
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①百間川河口水門周辺及び②分流部周辺有効活用方策検討協議会設置の背景 
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検討協議会設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 3
②百間川分流部周辺有効活用方策検討協議会設置 



①百間川河口水門周辺有効活用方策検討協議会の 
 
 

 

検討経過 
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②百間川分流部周辺有効活用方策検討協議会報告 
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短期計画  

 

整 備 内 容目 的

現況に応じた洪水を確実に
流す分流機能を整備する。

●越流部の高さを下げ、
幅を拡げる。

●減勢池を設ける。
一の荒手

広域的な水防活動拠点とし
ての機能を設ける。

●河川防災ステーショ
ンを整備する。

防災拠点

計画の洪水が越流しない高
さを確保する。

●背割堤の高さを上げ
る。

背割堤

計画流量に応じた水衝部の
安全性を高める。

●高水護岸を整備する。
（左岸は緩傾斜堤防
とする。）

周辺堤防

計画流量に応じた洪水を安
全に流すための河道を確保
する。

●百間川橋の改築まで
に低水路幅を拡げる。河道整備

項 目 整 備 内 容目 的

現況に応じた洪水を確実に
流す分流機能を整備する。

●越流部の高さを下げ、
幅を拡げる。

●減勢池を設ける。
一の荒手

広域的な水防活動拠点とし
ての機能を設ける。

●河川防災ステーショ
ンを整備する。

防災拠点

計画の洪水が越流しない高
さを確保する。

●背割堤の高さを上げ
る。

背割堤

計画流量に応じた水衝部の
安全性を高める。

●高水護岸を整備する。
（左岸は緩傾斜堤防
とする。）

周辺堤防

計画流量に応じた洪水を安
全に流すための河道を確保
する。

●百間川橋の改築まで
に低水路幅を拡げる。河道整備

項 目
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整 備 内 容目 的

計画流量に応じた洪水を安
全に流す分流機能を整備す
る。

●越流部の幅を、さら
に拡げる。

●減勢池を拡張する。
一の荒手

計画流量に応じた洪水を安
全に流すための断面を確保
する。

●低水路区間を切り下
げる。二の荒手

項 目

計画の洪水を安全に流すた
めの河道を確保する。

●百間川橋の改築まで
に低水路幅を拡げる。

河道整備

整 備 内 容目 的

計画流量に応じた洪水を安
全に流す分流機能を整備す
る。

●越流部の幅を、さら
に拡げる。

●減勢池を拡張する。
一の荒手

計画流量に応じた洪水を安
全に流す分流機能を整備す
る。

●越流部の幅を、さら
に拡げる。

●減勢池を拡張する。
一の荒手

計画流量に応じた洪水を安
全に流すための断面を確保
する。

●低水路区間を切り下
げる。二の荒手

計画流量に応じた洪水を安
全に流すための断面を確保
する。

●低水路区間を切り下
げる。二の荒手

項 目

計画の洪水を安全に流すた
めの河道を確保する。

●百間川橋の改築まで
に低水路幅を拡げる。

河道整備
計画の洪水を安全に流すた
めの河道を確保する。

●百間川橋の改築まで
に低水路幅を拡げる。

河道整備
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構成団体について 

市町村合併で吉備中央町（加茂川町、賀陽町が H16.10.1 合併）が誕生し、従

来２３自治体（１市１６町６村）⇒２２自治体（１市１５町６村）に変更され

ている。（平成 16 年 11 月 1 日現在） 

③旭川流域連絡協議会報告 



 
「流域一体となった防災体制の構築」に向けての取り組みについての経過報告 
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「旭川流域の水防災に関する研究会」開催に発展 
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